
                                                                 ２０１１年１１月・布目ゆきお市政直行便ＮＯ．３０

- 1 -

市民が主役のまちづくりを ２０１１年１１月１日

ＮＯ.３０［安茂里版］
［編集・発行］

    長野市議会議員・布目裕喜雄     

布目ゆきお後援会

長野市安茂里小市 1-4-10☎227-3537

ご支援ありがとうございました
住み続けたい安茂里をめざし、

地元の代表として、引き続き頑張ります。

秋の深まりとともに、朝夕の寒気が身にしみる季節となりました。

９月の市議選では、地元安茂里の皆さんの力強い大きなご支援のおかげで、３

期目の当選を果たすことができました。３９議席を４６人で争う厳しい選挙戦にあって、

４，９６８票のご支持を賜り、なんと２位で当選させていただきました。本当にありがとうご

ざいました。皆さんのご期待に応える責任の重さに身が引き締まる想いです。

改めて皆さんのご期待と自らの責任を心に刻み、３期目に臨む所存です。選挙

戦の中で皆さんに約束してきたこと、安心・安全を最優先させるあったかい市政、暮ら

しのセーフティネットの実現、住み続けたい安茂里の実現に向けまして、行動力を発

揮し全力を尽くしてまいる所存です。

これからも温かい叱咤激励を心からお願い申し上げます。

市議会議員 布目裕喜雄
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安茂里を原点に、長野市民の幸せを求めて

３期目の活動をスタート
１０月１１日・１２日、新しい議員による臨時市議会が開かれ、いよいよ３期目の議会活動

がスタートしました。選挙後の臨時市議会は議会の構成を決める議会です。今回は第２次住宅

リフォーム補助金３,０００万円の補正予算などを審議し可決しました。

■常任委員会は「総務委員会」「議会運営委員会」に所属
「総務委員会」は総務部・企画政策部・財

政部・地域振興部・消防局などを所管する委

員会で、長野市政の基本骨格にあたる政策・

施策を担当します。

「議会運営委員会」は、議会運営をつかさ

どる委員会で、この場でより市民に身近な市

議会、議会改革・活性化も議論することにな

ります。

低投票率を更新した選挙を振り返り、討論

するわかりやすい議会、議会としての市政報

告会の取り組みをはじめ、市民に開かれた議

会改革を形にしていきたいと思います。

■特別委員会は「まちづくり・公共交通対策特別委員会」委員長に
特別委員会は、「産業振興対策」「まちづく

り・公共交通対策」「観光戦略対策」「第一庁

舎・市民会館調査検討」「観光戦略」の４つの

委員会となりました。私は「まちづくり・公

共交通対策特別委員会」に所属し、あにはか

らんや委員長に就くことになりました。でき

れば“まとめ役”ではなく、自由に発言でき

る委員でいたかったのですが、決まった以上

は責任を全うしたいと思います。

この特別委は、まちづくりとして権堂地区

の再生を含む中心市街地の活性化、長野駅前

の整備、駅東口の区画整理事業などを、公共

交通対策として生活バス等の活性化、屋代線

「廃止」の今後の課題、長野以北の並行在来

線の存続問題などを課題とします。快適で賑

いのあるまちづくり、生活圏域で歩いて暮ら

せるコンパクトなまちづくりを主眼に置いて、

委員会審議に臨みたいと考えています。

■決算特別委員会、都市内分権審議会委員なども担当
市の一般会計や特別会計・企業会計などＨ

２２年度決算を審議・吟味する「決算特別委

員会」にも所属するほか、住民自治協議会の

活動推進の課題を審議し方向性を打ち足して

いく「都市内分権審議会」の委員に継続して

就くことになりました。

■会派は“市民が主役のまちづくり”をモットーに市民ネットを継続
議会会派は、私自身がモットーとしてきた

「市民が主役のまちづくりに取り組む。市民

の暮らしの目線、働く人々・弱い立場の人々

の目線を堅持して、長野市民の幸せを考え、

鷲沢市政を厳しくチェックするとともに政策

提案を行う」…この原点を大切にし、開かれ

た共同会派を目指しつつ「市民ネット」を継

続しました。二人で寂しいところはあります

が、存在感を発揮できるようしっかり頑張り

たいと思います。

■放射能汚染への備えや市民会館の見直しで市長に申し入れ
１０月２５日、鷲沢市長に対し、不安が募

る放射能被害への備えを十分にするため、空

間放射線測定器の拡充、安定ヨウ素剤の備蓄、

また食物・食品・食材の放射線を測定できる

機器の購入を進め、食に対する安全を確保す

るよう求めました。

また、選挙戦の争点でもあった「市民会館

建設の見直し」について、合併特例債の５年

間の活用期限の猶予を、改めて施設の必要性

及び建設地をはじめ規模・機能、管理運営の

在り方について市民合意を形成する有意義な

時間と位置づ

け、文化芸術

活動の新たな

拠点とする市

民会館の在り

方について再

考することを

強く求めると

ともに、住民投票条例の僅差での否決を踏ま

え、市民１万人規模のアンケート意向調査の

実施も求めました。

１２月議会は、１１月３０日から１７日間の会期で開かれます。ご意見をお寄せください。


